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＜連絡事項＞
・厨房の箸・スプーンについて
レストランで使用する箸やスプーンが減っていて　困っています。もし、病棟で保管しているものがあれば、厨房もしくは栄養まで返却をよろしくお願い致します。　
・ＤＩ ニュース　　（２０１９Ｎｏ１）を送信します。薬局　薬剤師　梅内エミ　　　　

　*　詳細は添付ファイルご覧ください。
＜患者様連絡事項＞
・夏堀　麗紗様～2泊3日の外泊から単独で帰院予定です。外泊中の様子等確認していきましょう。
・内田　都影様～腰痛と下肢の痛みあり、ハップスター　2袋処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～妹様、長男の妻様が面会に来られています。
面会前息子の嫁様から26日に本人から電話があり怒り口調で「い
つになったら退院させるんだ」と言いきられていた事を情報ありました。また、妹様からも、県営住宅の住民から入院前の様子
を言われ入院前の状態は知らない事もあり、
「退院後、ここに戻って大丈夫ですか」と言われましたと
情報提供在りました。入院前は精神症状の状態も悪い事も原因で、
現在は服薬調整で落ち着いていると思いますが様子を知りたいのであれば、外出、泊の訓練を繰り返して状態を観察して今後の事を検討してはとアドバイスしています。
面会中は「自宅に帰りたい」と繰り返して言われていました
と報告し、上記内容も納得され帰られています。
＜要注目患者様情報＞

・巴　勇樹様～喫煙に関する発言はありませんが、飲水量が多く、体重管理しています。
今までは、起床後、昼食前、16時でしていましたが、起床後、昼食前、20時へ変更となっています。昨日、入浴後の飲水は5杯と自己申告しています。体重測定実施し、+2.6kgと増加しておりコップ預かりとしています。
　　　　　　　本日は、他飲水傾向は見られずプログラムやOTに参加出来ています。余暇
　　　　　　　時、自室にて臥床している事目立っています。生活リズムを整える必要が
あります。
・内田　都影様～禁煙に向けて、煙草の本数を本人希望で1日4本としていますが、今の所守れている様です。今朝、本人より昨日便が出たがスッキリしないとの事で、シンラック液15滴服用されています。日中は、喫煙に来られたN様がライターが無いと訴えていたのを聞いて「私の、ライターあるから貸してもいいけど…」と見返りを求めるような言い方をしています。
・高田　マキ様～今朝、5：30起床後より皮膚科診察を気にされ、「何時に来るの？」と聞いて来ています。日中は、作業に行かれています皮膚科診察が気になり気分高揚さ見られ、ソワソワしている様子見られます。診察後は落ち着き見られています。
・越後　京子様～昨日、弟の妻様が面会に来られ、衣類持ち込みあります。入浴の声掛けに衣類を整理しているという理由で拒否しています。体中痛いと話していますが、ベッドに横になる際に、座った状態のまま横になる為、きちんと体勢を整えて横になるよう声掛けしています。
・田端　テル様～昨日の午後の活動の際、ウォーキングしている際、頭痛を訴えふらつきあるため、帰棟し臥床促し水分補給行っています。バイタルサインの異常はありませんでしたが、16:15血圧165/76㎜Hgで経過しています。本日は、朝の血圧141/55mmHg不調の訴えもありません。移動時小走りとなることある為、ゆっくり移動する様に声掛けし、移動時の観察を行うようにしましょう。
・成田　富士子様～本日は、血糖測定やインスリン注射の拒否はありませんが、「自分の言いたい事が言えなくて、聞いてもらえない。」「人を殺したいって言う気持ちは今でも変わらない。」と話しています。「先生も看護師さんも気持ちの切り替え方、割り方について、他の事を考える様にするとか言ってますけど、そのようにしても全然変わりありません。」とも話しています。継続指示薬も毎食後服薬しており、他者へは笑顔で話し掛けています。作業や活動は拒否なく参加しています。特定男性患者様との接触は見られません。スタッフの前では冴えない表情をしています。衝動行動に注意し、所在の確認を行っていきましょう。
＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・三上　勇様～時々歩行器を使用せずに歩く事があり、声掛け介入しています。買い物に
対する訴えは聞かれませんが、不意に思い出し行動化する事がある為、適
宜介入必要です。みやこちょうさんの連絡はないようです。転倒のリスク
高く、ADLの低下がないよう関りを続けていきます。

・中川原　義雄様～内科的に問題なく、スタッフの対応も良いです。煙草本数1日6本で守れています。見当識確認し、令和元年5月30日木曜　物名５回のうち３回答えており記憶力はあります。スミルスチック　1本処方となっています。
・上村　みわ様～血圧は特に問題なく経過しています。妄想に左右された言動は目立たず、

プログラムへの取り組みも良好です。診察へは、「佐々木先生と超音波で
話しするのでいいです。」と話し、やや遅れてではあるが診察へ行かれ、話
しています。
＜馬渡Ｄｒ診察状況＞

・原　吉郎様～今朝、7：00血圧測定し血圧85/63㎜Ｈｇと低値となっています。調子に
ついては「いや、眠い」と言ったり、「元気がない。」と話しています。
8：25血圧110/68㎜Hgとなっています。著変なく、幻聴体験も変わらず話の内容は「忘れた」と話しています。食事や睡眠はとれています。処方変更はありません。
・山下　拓也様～今後に向けて、スタッフ付き添いにて歩行状態を観察しながら、購入した物を持って往復出来るか観察しながら、スタッフ付き添いにて6/1（土）16：00～嗜好品購入に出掛ける予定です。著変なく、病的体験の訴えは聞かれません。6/3に青山荘体験利用を予定しています。処方継続です。

・佐々木　淳様～易怒性、不穏なく経過しています。歩行の不安定さは見られ、筋力の低下がみられています。転倒のリスクは相変わらずですが、強い拒否は見られません。食事やＯＴは病棟ホールで行っています。5/25、5/26に外泊訓練に行かれ、家族に対しては声を荒げることはあったようですが、病院では特に強い興奮はみられずに経過し、入浴の拒否も目立ちません。明日の臨時処方からカルバマゼピン600mg➝400mgへ減薬となり、他は処方継続となっています。家族が退院に対し消極的であり、役場の相談についても、施設入所をすすめるには至っていない状況です。再度家人へ説明し、入所申込みをお願いしていきます。
＜皮膚科診察＞

・松谷　和也様～デルモゾールＤＰ軟膏　2本、ロコイド軟膏　1本処方となっています。

・佐々木　淳様～テルビナフィンクリーム　1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールＤＰ軟膏　2本、ケルガー液　1本処方となっています。

・井上　和美様～右下腿に発赤、丘疹、落屑あり、病名は急性湿疹でデルモゾールＤＰ軟膏塗布指示が出ています。デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。

・高田　マキ様～左前腕（手関節）に暗紅色発赤、小丘疹あり、病名は急性湿疹で、デルモゾールＤＰ軟膏塗布指示が出ています。デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。
